
２９年度予算・３７億円を可決－３月定例会

社会体育館など指定管理に！ －補正予算・条例改正など

閉校した校舎活用策は・村の観光資源化  村民一丸でなど  一般質問に３人

１２ペー
ジ　

１０㌻

２㌻

１４㌻

桜
の
下
で
パ
チ
リ
！

（
４
月
２０
日
、
茂
市
川
沿
い
の
桜
並
木
で
）

議会の動き １９㌻ １２ペー
ジ　静岡県河津町に学ぶ－行政視察の報告 ２０㌻
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どう進める
どう進める

魅力ある村づくり！！
２９年度予算は３７億円

　村議会第１回定例会（３月定例会）が３

月７日から１０日までの４日間開かれ、平成

２９年度の補正予算や条例改正など２１議案

が審議され、全員賛成で可決しました。平

成２９年度予算は、震災復興の総仕上げや

人口減少対策、観光振興、基盤整備などの

事業が特徴で、一般会計と６つの特別会計

を合わせた総額は３７億４２９０万円。これら

を慎重に審議し可決しました。今号の議会

だよりでは、２９年度の予算構成、質疑応答

などから、補正予算、条例改正の内容・質

疑、一般質問などの内容でお知らせします。

（財源）

（使いみち）

歳 入

歳 出

一般会計
２７億４７００万円
（１３.３％減）

国から交付
されるお金
１４億３４９６万円

国などからの
借入金
３億６９３０万円 国から

もらうお金
３億５４８６万円

村民皆さん
からの税金
２億１０７８万円

繰入金
１億１９７４万円
県からもらうお金
８２３７万円
各種交付金
７１８３万円

前年度からの
繰越金
１０００万円

その他
９３１６万円

人件費、
財産管理、
地域振興など
５億２５８０万円

道路、
住宅整備など
４億６５９７万円

福祉のために
４億４８８４万円

借金の返済に
４億１０６０万円

農林水産業の
振興のため
２億９５０８万円

消防費
１億９０５３万円

学校教育、
生涯学習、文化、
スポーツなど
１億８９１６万円

ごみ処理、
村の衛生のため
１億５２６万円

商工業、
観光振興のため
６１６２万円

議会運営のため
５２４４万円

予備費、
災害復旧費ほか
１７０万円

　

平
成
２９
年
度
予
算
の
一
般
会

計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
総

額
は
３７
億
４
２
９
０
万
円
と
な

り
、
前
年
度
と
比
べ
、
８
・
８
％

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
内
の
一
般
会
計
予
算

は
２７
億
４
７
０
０
万
円
で
１３
・

３
％
の
減
、
６
つ
の
特
別
会
計

の
総
額
は
９
億
９
５
９
０
万
円

で
６
・
１４
％
の
微
増
と
な
り
ま

し
た
。

　

平
成
２９
年
度
の
予
算
は
、
議

員
全
員
（
９
人
）
で
構
成
す
る

予
算
特
別
委
員
会
（
野
場
義
時

委
員
長
）
を
設
置
し
、
慎
重
に

審
査
。
そ
の
結
果
、
全
会
計
と

も
全
員
賛
成
で
、
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
２９
年
度
予
算
の
一
般
会

計
予
算
を
み
ま
す
と
、
前
年
度

と
比
べ
４
億
２
１
０
０
万
円
の

減
額
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
要
因
は
、
東
日
本
大
震

災
の
復
旧
・
復
興
工
事
が
概

ね
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
普
通

建
設
事
業
費
関
連
予
算
の
減
少

（
前
年
度
対
比
３７
・
９
％
）
が
主

な
も
の
で
す
。

　

２９
年
度
の
主
な
事
業
は
、
橋

梁
長
寿
命
化
事
業
１
億
３
０
０

０
万
円
、
道
路
施
設
防
災
事
業

（
村
道
大
沢
線
）
１
億
円
、
地

域
活
動
拠
点
集
会
施
設
整
備
事

業
（
太
田
名
部
公
民
館
）
８
９

７
８
万
円
、
南
浜
住
宅
建
替
工

事
８
１
５
０
万
円
、
高
規
格
救

急
自
動
車
購
入
事
業
４
０
０
５

万
円
、
普
代
浜
園
地
整
備
事
業

１
５
０
０
万
円
な
ど
で
す
。

　

左
上
の
表
の
よ
う
に
、
過
去

１０
年
間
の
一
般
会
計
予
算
（
当

初
）
の
推
移
を
み
る
と
、
東
日

本
大
震
災
後
の
平
成
２４
年
度
が

４６
億
円
と
最
高
で
、
前
年
度
の

約
２
倍
ま
で
伸
び
て
い
ま
す
。

そ
の
後
は
３０
億
円
前
後
で
推
移

し
て
い
ま
す
。

　

柾
屋
伸
夫
村
長
は
、
３
月
定

例
会
の
施
政
方
針
演
述

で
、﹁
平
成
２９
年
度
は

台
風
災
害
か
ら
の
早
期

の
復
旧
完
了
を
期
し
な

が
ら
、
地
方
版
総
合
戦

略
の
﹃
ま
ち
﹄
が
元
気

で
﹃
ひ
と
﹄
が
輝
き
﹃
し

ご
と
﹄
と
﹃
く
ら
し
﹄

が
調
和
す
る
村
づ
く
り

や
、
観
光
・
交
流
・
物

産
の
活
力
や
魅
力
が
高

ま
る
﹃
青
の
国
ふ
だ
い
﹄

づ
く
り
に
渾
身
の
力
を

傾
注
し
推
進
し
て
い

く
﹂
と
述
べ
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算

１３
・
３
％
の
減

予
算
の
審
査
は

特
別
委
員
会
で

災
害
復
旧
進
め

青
の
国
づ
く
り

※特別財源は使う用途が決められたお金で、
一般財源は村が自由に使えるお金です

特別会計の予算 ９億９５９０万円（前年度比６.１％増）

国民健康保険

４億６９００万円
前年度比２.５％減

国民健康保険診療施設

２億２０６０万円
前年度比２.４％増

簡易水道

１億３７００万円
前年度比９３.５％増

休養施設事業

１億１６８０万円
前年度比２.５％減

漁業集落排水事業

２３９０万円
前年度比１.７％増

２８６０万円
前年度比３.２％増

後期高齢者医療事業
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■３月定例会－予算特別委員会の審議

関
係
も
あ
る
の
で
、
時
期
的
な

も
の
を
考
え
な
が
ら
品
数
、
数

量
な
ど
を
そ
ろ
え
た
い
。

（
地
域
づ
く
り
）

大
上
委
員

　
　

地
域
人
財
ネ
ッ
ト
外
部
招

へ
い
事
業
の
内
容
で
、
５
４
０

万
円
の
中
で
の
ア
ワ
ビ
関
係
の

金
額
は
い
く
ら
か
。

道
下
政
策
推
進
室
長

　
　

５
４
０
万
円
の
内
訳
は
、

ウ
ニ
、
ア
ワ
ビ
の
２９
年
度
の
活

動
に
つ
い
て
は
５０
万
円
計
上
し

て
お
り
、
そ
の
ほ
か
直
接
人
財

費
に
１
５
０
万
円
、
専
門
家
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
旅
費
・
交
通
費

１
５
０
万
円
、
華
の
ま
ち
構
想

に
か
か
る
活
動
経
費
、
植
樹
な

ど
の
経
費
５０
万
円
、
そ
れ
と
消

費
税
に
な
る
。

（
老
人
福
祉
）

金
子
委
員

　
　

く
ろ
さ
き
小
規
模
多
機
能

ホ
ー
ム
に
つ
い
て
、
今
後
入
所

者
が
多
く
入
れ
る
よ
う
な
施
設

は
募
集
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

（
観
光
振
興
）

金
子
委
員

　
　

普
代
浜
南
側
の
産
直
施
設

で
は
、
ど
の
程
度
の
品
数
な
ど

を
そ
ろ
え
て
お
く
の
か
伺
う
。

道
下
政
策
推
進
室
長

　
　

産
直
施
設
の
品
数
に
つ
い

て
は
、
現
在
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
で
取
り
扱
っ
て
い
る
も
の
に

つ
い
て
、
新
た
な
産
直
の
方
で

の
販
売
品
目
と
し
て
取
り
扱
い

た
い
。

　

品
目
は
、
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の

（
地
域
づ
く
り
）

中
上
委
員

　
　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
費
に
集
落
支
援
員
活
動
事
業

と
い
う
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は

ど
う
い
う
人
が
や
る
の
か
。
す

で
に
決
ま
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

道
下
政
策
推
進
室
長

　
　

２９
年
度
に
お
い
て
、
国
の

支
援
事
業
を
活
用
し
、
１
名
の

集
落
支
援
員
を
委
嘱
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
、
人
選
に
つ
い
て

に
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

（
有
害
鳥
獣
対
策
）

熊
谷
委
員

　
　

有
害
鳥
獣
対
策
の
猟
友
会

の
メ
ン
バ
ー
が
減
少
し
て
い
る
。

　

人
数
を
確
保
す
る
た
め
に
、

今
い
る
メ
ン
バ
ー
を
大
事
に
し
、

新
た
に
入
っ
て
く
る
人
を
育
て

る
よ
う
な
考
え
は
な
い
か
。

佐
々
木
農
林
商
工
課
長

　
　

狩
猟
免
許
を
持
っ
た
方
が

減
っ
て
い
る
現
状
で
あ
り
、
射

撃
訓
練
の
補
助
な
ど
を
し
て
い

る
。

　

今
後
、
若
い
人
に
援
助
す
る

と
い
っ
た
こ
と
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

（
農
業
振
興
）

正
路
委
員

　
　

い
わ
て
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー

マ
ー
支
援
事
業
は
ど
の
く
ら
い

の
年
齢
が
対
象
に
な
る
の
か
。

有
害
対
象
鳥
獣
は
何
種
類
あ
る

か
。

佐
々
木
農
林
商
工
課
長

　
　

ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
支
援

事
業
の
対
象
は
４５
歳
ま
で
で
あ

る
。
有
害
駆
除
の
対
象
は
熊
、

鹿
、
カ
ラ
ス
、
野の

ば

と鳩
が
主
な
も

の
で
あ
る
。

（
後
継
者
対
策
）

中
上
委
員

問　

い
わ
て
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー

マ
ー
支
援
事
業
の
１
名
が
２９
年

度
任
期
で
終
了
し
た
。
採
算
が

合
う
状
態
で
終
了
し
た
の
か
。

ま
た
新
規
作
物
支
援
事
業
の
成

果
は
ど
う
か
。

　

補
助
金
を
消
化
す
る
た
め
で

な
く
、
農
業
人
口
を
増
や
し
て

い
け
る
よ
う
な
土
壌
と
し
て
で

き
上
が
っ
て
い
る
の
か
。

佐
々
木
農
林
商
工
課
長

　
　

い
わ
て
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー

マ
ー
支
援
事
業
は
、
事
業
の
範

囲
内
で
は
そ
れ
な
り
の
成
果
を

出
し
て
い
る
。

　

新
規
作
物
支
援
事
業
で
は
、

植
え
付
け
時
期
が
若
干
遅
れ
て

し
ま
っ
た
。
今
年
度
は
早
め
に

や
り
、
大
事
な
時
期
に
間
に
合

う
よ
う
に
し
た
い
。

　

土
壌
と
し
て
は
、
ま
だ
そ
の

事
業
だ
け
で
生
活
を
し
て
い
く

に
す
る
計
画
は
な
い
か
伺
う
。

太
田
副
村
長

　
　

耐
震
な
ど
の
関
係
も
あ

り
、
施
設
を
大
き
く
す
る
と
な

れ
ば
、
施
設
（
旧
黒
崎
小
）
を

取
り
壊
す
し
か
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　

現
在
、
具
体
的
に
何
年
に
増

床
し
よ
う
と
い
う
計
画
は
も
っ

て
い
な
い
が
、
早
い
時
期
に
方

向
性
は
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

総
務
費

問

集
落
支
援
員
事
業

人
選
な
ど
内
容
を

普
代
浜
の
産
直
施
設

ど
の
程
度
の
品
数
か

答

問答

地
域
人
材
ネ
ッ
ト
事
業

ア
ワ
ビ
関
係
の
金
額
は

問答

民
生
費

く
ろ
さ
き
小
規
模
ホ
ー
ム

入
所
者
を
増
や
す
計
画
は
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農
林
水
産
業
費

問

ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
事
業

成
果
は
出
て
い
る
の
か

答

問

猟
友
会
の
メ
ン
バ
ー
の

人
数
を
確
保
す
る
策
は

答

問

ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー

対
象
と
な
る
年
齢
は

答

２９
年
度
予
算
を
審
議

平
成
２９
年
度
予
算
の
審
議
は
、
議
員
９
人
全
員
で
構
成
す
る
予
算
特
別
委
員
会
（
野
場
義
時

委
員
長
）
を
立
ち
上
げ
、
村
か
ら
提
案
さ
れ
た
総
額
３７
億
４
２
９
０
万
円
の
事
務
事
業
を
、

３
日
間
に
わ
た
り
審
議
し
ま
し
た
。
村
の
１
年
を
左
右
す
る
貴
重
な
予
算
に
関
す
る
主
な
質

疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
４
～
７
㌻
ま
で
）

答

問

寒じめほうれんそうの収穫

現在６人が入所、１８人が利用しているくろさき小規模多機能ホーム

予算特別委員会では、

地域づくりや後継者対策、

農業振興など、いろいろな分野で

質疑が行われました。
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（
観
光
振
興
）

金
子
委
員

　
　

普
代
浜
園
地
整
備
工
事

１
５
０
０
万
円
の
中
身
に
つ
い

て
伺
う
。

太
田
建
設
水
産
課
長

　
　

海
産
物
直
売
施
設
の
外
構

的
な
も
の
で
、
擬
木
柵
を
整
備

し
た
駐
車
場
の
方
に
向
か
っ
て

２
０
０
㍍
程
擬
木
柵
を
延
ば
す

計
画
。
直
売
所
の
脇
の
辺
り
に

イ
ス
・
ベ
ン
チ
を
４
基
、
周
辺

の
芝
貼
り
２
０
０
０
平
方
㍍
、

川
を
渡
る
部
分
へ
の
仮
設
の
浮

桟
橋
を
予
定
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

■３月定例会－予算特別委員会の審議

総
額
３７
億
円
の
事
務
事
業
を
精
査
！

（
地
域
づ
く
り
）

嵯
峨
委
員

　
　

道
路
補
修
役
務
費
の
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
出

６
５
０
万
円
の
予
算
で
十
分
な

村
道
の
草
刈
り
、
側
溝
の
土
砂

撤
去
が
で
き
る
か
伺
う
。

太
田
建
設
水
産
課
長

　
　

予
算
は
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど

い
い
訳
だ
が
、
今
の
予
算
だ
け

で
十
分
活
用
し
て
対
応
・
活
動

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

（
住
宅
整
備
）

大
上
委
員

　
　

南
浜
住
宅
建
て
替
え
に
つ

い
て
場
所
が
ど
こ
で
何
棟
を

造
る
工
事
か
伺
う
。
ま
た
、
今

後
こ
う
い
っ
た
事
業
の
際
に
、

も
っ
と
議
員
の
声
を
聞
く
場
を

つ
く
れ
な
い
か
。

太
田
建
設
水
産
課
長

　
　

２９
年
度
予
算
で
は
４
棟
建

て
る
予
定
で
、
場
所
は
み
つ
よ

し
食
堂
さ
ん
の
裏
の
方
で
あ

る
。
今
後
、
着
工
す
る
際
、
基

本
設
計
を
依
頼
す
る
時
な
ど
、

場
を
設
け
た
い
。（

防
災
対
策
）

中
村
委
員

　
　

住
宅
管
理
費
に
つ
い
て
、

県
に
土
砂
災
害
の
指
定
を
受
け

た
場
合
、
災
害
対
応
は
県
、
村
、

個
人
、
誰
が
や
る
の
か
。

太
田
建
設
水
産
課
長

　
　

指
定
に
な
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
県
が
行
う
も
の
で
は
な

く
、
村
の
方
で
情
報
提
供
を

し
、
避
難
な
ど
を
促
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。（

消
防
団
活
動
）

熊
谷
委
員

　
　

消
防
団
員
の
人
数
確
保
の

考
え
方
に
つ
い
て
負
担
を
減
ら

す
活
動
内
容
の
見
直
し
は
な
い

の
か
。

川
向
総
務
課
長

　
　

消
防
団
の
役
割
の
重
要
性

と
い
う
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
考
え

さ
せ
ら
れ
た
。
役
場
職
員
の
消

防
団
へ
の
加
入
を
進
め
さ
せ
て

い
る
。
活
動
内
容
は
例
外
な
く

話
し
合
っ
て
い
き
た
い
。

  　

（
小
中
一
貫
教
育
）

正
路
委
員

　
　

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い

て
、
研
究
が
な
さ
れ
て
ど
の
よ

う
な
進
捗
で
あ
る
の
か
。
ま

た
、
学
校
予
定
地
や
建
築
関
係

の
こ
と
ま
で
研
究
さ
れ
て
い
る

の
か
伺
う
。

三
船
教
育
長

　
　

ど
こ
に
建
て
る
か
は
一
切

白
紙
で
あ
る
。
研
究
に
つ
い
て

は
学
校
経
営
・
運
営
を
ど
う
す

る
か
、
今
ま
で
と
は
全
く
違
う

形
態
に
な
り
、
先
生
に
つ
い
て

も
小
中
の
免
許
で
、
片
方
し
か

な
か
っ
た
ら
研
修
で
資
格
を
取

れ
る
よ
う
な
こ
と
も
含
め
検
討

し
て
い
る
。

 

（
生
活
基
盤
整
備
）

中
村
委
員

　
　

現
在
、
応
急
処
置
に
な
っ

て
い
る
普
代
元
村
地
区
の
簡

水
・
羅
賀
橋
に
つ
い
て
、
７
月

ご
ろ
に
工
事
発
注
し
て
年
度
内

完
成
と
い
う
よ
う
に
聞
い
て
い

る
が
、
早
急
に
な
ん
と
か
し
て

ほ
し
い
。
仮
に
急
い
だ
場
合
、

い
つ
ま
で
に
で
き
る
の
か
。

太
田
建
設
水
産
課
長

　
　

県
の
河
川
の
工
事
が
ど
う

し
て
も
必
要
に
な
り
、
あ
る
程

度
の
期
間
を
要
す
る
。

　

早
く
て
と
い
う
意
味
で
の
年

度
内
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
を

で
き
る
限
り
短
く
で
き
る
よ
う

進
め
て
い
き
た
い
。

商
工
費
・
土
木
費

問

「
普
代
浜
園
地
」

整
備
の
中
身
を

答

問

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

十
分
な
予
算
で
あ
る
の
か

答

南
浜
住
宅
の
建
て
替
え

ど
こ
に
何
棟
造
る
の
か

答

ふだい議会だより   No.139
平成２９年４月２７日発行

�

問

県
の
土
砂
災
害
指
定
を

受
け
た
場
合
の
対
応
は

答

問

消
防
団
員
の
確
保
策
は

教
育
費
・
簡
水

小
中
一
貫
校
の
建
設

予
定
地
な
ど
研
究
は

答

普
代
簡
水
・
羅
賀
橋

早
急
の
対
応
を
望
む

問答

県が指定する土石流危険区域になっている普代元村地区の山林

問

問

ＶＯＩＣＥ

みんなの声

技術身に付け交流したい
　おやじが他界し、家業のシイタケ農家を継いで１年
半が過ぎました。これまで仕事で農家さんを見てきま
したが、見るとやるとでは大違いでした。ほだ木に水
をやるのでもちょうどよい加減が分からなかったり、
ほだ木の並べ方も寝かせた方がいいのか、斜めに立て
た方がいいのか、日々、試行錯誤しています。
　農業は、収入が得られるまで１年かかります。はじ
めるときは農機具の購入など初期投資や、生活費のこ
とも考えなければなりません。台風１０号のときのよ
うに、天災で全てがダメになることもあります。現
在、若い新規就農者に対する支援はありますが、年齢
制限があります。いろいろな面から、若い人でなくて
も対象になるようにすれば、もっと農業をやる人が増
えるかも知れません。
　農業は意外と孤独になることがあります。今後も情
報交換しながら、早く技術を身に付けいろんな人と交
流したいと思います。

中 居 昭 彦さん
（５０＝鳥居・農業）

普代の魅力は人！
　地域おこし協力隊として、４カ月前に普代に来まし
た。今は株式会社「青の国ふだい」で、切符販売、商
品販売、ふるさと納税の事務などをしています。
　普代の売りは「人」だと思います。最近は、現地の
人とふれあうために旅行をしている人が増えていま
す。旅先で会った人が良い人だったらまた来たいと思
いますよね。さらに普代は海も山もぎゅっと詰まって
いるので、民泊とか農業体験、普代の日常にお邪魔す
る、という企画も面白いと思います。
　以前、旅行会社に勤めていましたので、その経験を
生かし、普代の交流人口拡大のお手伝いができればと
思っています。

山 火 智 美さん

（３２＝旭
あ さ ひ

日区・地域おこし協力隊）

答

安全・安心・快適な村は

みんなの願い！！
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さらに注目！
予算特別委員会では、村と議会との３日間の議論の末、このほかにも普代村をもっ　とよくするための事務事業を決めました。２９年度予算は３７億円。小さな村の大きな夢を議会も後押しします。

太田名部公民館を新築
　地域住民の暮らしの支援と

して、太田名部公民館を新

築する。面積は５０坪、設計

業務などを含む事業費は約

８９００万円。太田名部地区の

新たな活動拠点が完成する。

高規格救急車を配備
　高規格救急自動車１台を更新

する。装備は心電計、酸素吸入

器、自動式人口呼吸器、血糖測

定器などの応急処置、高度救命

資機材などが配備される。価格

は４０００万円程度。

　昨年８月の台風１０号で破損

した普代簡易水道水管橋の復

旧工事を行う。予算は４０００万

円。そのほか普代簡水と白井

簡 水 の 一 部 布 設 替 工 事（ 計

２４００万円）も予定している。

ジオパークの看板設置
　商工費では、三陸ジオパー

ク・ジオサイト看板設置２３２

万円、青の国観光パンフレッ

ト作成３００万円、普代浜園

地キラウミＰＲ事業を展開し、

観光ＰＲ部門を強化する。

普代橋の長寿命化と
道路補修・補強工事

　村管理の橋梁５２橋のうち、５０年以上を

経過した橋は４橋だが、２０年後には３９橋

が該当する状況。その橋を計画的に修繕す

ることで、長寿命化を図ることができる。

２９年度は普代橋（漁協付近）を約１億円で

補強する。そのほか村道についても、８千万

円の予算で補修・補強する。補強工事が行われる予定の普代橋

２９年度 議会が注目する

主な事業 ピックアップ

農
林
漁
業
な
ど
の

担
い
手
育
成
支
援
  農業は、担い手育成支援２２５万円を継続し、園芸

施設の整備補助２８万円、ホウレンソウ価格安定対

策基金２４万円、新規作物チャレンジ支援２０万円な

どを行なうほか、林業は原木シイタケの植菌助成

２０７万円や森林整備事業５１万円などを行う。

　漁業では、新規漁業者確保支援４７８万円など担

い手確保に取り組み、アワビ・ナマコなど放流拡大

１０００万円、各漁港の整備を行う。

村の基幹産業の秋サケ定置網

  子育て世帯の負担軽減などを目的に、「はまゆ

り子ども園」園児の給食費実費負担４万８０００円

（１人１年分）を、村内の商店で使用できる地域

商品券で全額助成する。予算額は３５５万円。そ

のほか高校生までの医療費の無料化、育英奨学

資金の貸し付けで子育て支援の充実を図る。

元気に給食を食べる園児

子ども園の給食費
地域商品券で助成観光会社「青の国ふだい」

活力ある地域再生目指す
　新たな地域社会の創生に向け、特色ある資源の活用と

雇用、経済循環、活力ある地域の再生を目的に、「株式会

社青の国ふだい」が４月３日設立された。

　普代駅舎を拠点に、物産・旅行・受託の３部門で、普

代村こんぶ饂
う ど ん

飩の販売、地場産品の受託販売・配送サー

ビス、土産品などの開発、旅行業、観光ガイド、ふるさ

と納税業務、観光情報発信、切符販売などを行う。事業

規模は１７００万円を見込む。普代駅舎を拠点に物産などを行う「青の国ふだい」

ふ
だ
い
の
出
来
事
を

土
曜
の
夕
方
に
放
送
　本年度も引き続き「ふだいＦＡＮ（ファン）管

理運営委託事業」として役場に常駐している「岩

手めんこいテレビ」に、ミニ番組（２分３０秒）

の制作やインターネットを活用した情報発信を委

託する。

　ミニ番組「青の国ふだい」は毎週土曜日午後５

時２５分から放送され、村の情報を発信する。ま

た、ふだいＦＡＮ独自でインターネット上に村内

のイベントや出来事を掲載している。

テレビ放映されている「青の国からふだいＴＶ」

　本年度の青少年育成事業では、東京・坂本ミュー

ジックスクールの校長の坂本博士先生と、スクー

ルの講師の皆さんらを迎え、コンサートを開く。

　坂本先生は４６年前、自身が出演する津波を題

材にしたミュージカルの取材で、演出家らと一緒

に普代を訪れたことがあり、そのご縁で平成２２

年６月に村でふれあいコンサートを開いた経緯が

ある。震災後にも村のため作詞作曲した絆３部作

を贈ってくれた。開催は６月２日、普代中体育館。

平成２３年１２月に行われた復興支援コンサート

坂本博士さん迎え
コンサートを開催

応急復旧された送配水管 現在の観光パンフレット更新される救急自動車新築される太田名部公民館
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■３月定例会－補正予算の可決事項

交付金の関係で改修工事（点線内）が延期となった普代駅舎

社
会
体
育
館
な
ど

３
施
設
を
指
定

▽
普
代
村
立
普
代
社
会
体
育

館
及
び
普
代
村
自
然
休
養
村

管
理
セ
ン
タ
ー
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定

　

社
会
体
育
館
と
管
理
セ
ン

タ
ー
両
施
設
の
管
理
に
つ
い

て
、
社
会
福
祉
法
人
普
代
村

社
会
福
祉
協
議
会
（
宇
部
由

明
会
長
）
を
指
定
管
理
者
と

す
る
こ
と
を
議
決
し
ま
し

た
。

　

期
間
は
平
成
２９
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
３０
年
３
月
３１
日

ま
で
の
１
年
間
で
す
。

▽
く
ろ
さ
き
小
規
模
多
機
能

ホ
ー
ム
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定

　

く
ろ
さ
き
小
規
模
多
機
能

ホ
ー
ム
の
管
理
に
つ
い
て
、

社
会
福
祉
法
人
普
代
福
祉
会

（
藤
島
拓
朗
理
事
長
）
を
指

定
管
理
者
に
す
る
こ
と
を
議

決
し
ま
し
た
。

　

期
間
は
平
成
２９
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
３０
年
３
月
３１
日

ま
で
の
１
年
間
で
す
。

※
指
定
管
理
制
度
と
は
⋮
村

︵
地
方
公
共
団
体
︶
が
、
公

の
施
設
の
設
置
目
的
を
効
果

的
に
達
成
す
る
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
、
村
が
指
定

す
る
も
の
に
管
理
を
行
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
。

速
化
交
付
金
を
活
用
し
た
普
代

駅
舎
改
修
工
事
（
普
代
の
地
域

資
源
を
生
か
し
た
経
済
シ
ス
テ

ム
育
成
事
業
）
２
５
０
０
万
円

を
そ
れ
ぞ
れ
減
額
し
て
い
ま
す
。

  

ま
た
、
国
・
県
か
ら
の
補
助

金
な
ど
の
金
額
の
決
定
、
入
札

残
、
事
業
執
行
残
に
よ
り
関
連

す
る
事
業
費
な
ど
の
予
算
を
減

額
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
ふ
る
さ
と
応
援
基
金

積
立
金
６
９
１
万
１
千
円
、
防

災
備
品
購
入
費
１
０
０
万
円
、

普
代
福
祉
会
補
助
金
１
０
０
万

し
て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
地
区

の
方
々
、
特
に
太
田
名
部
の
地

域
の
方
に
担
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
進
め
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
直
売
所
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
加
工
品
、
軽
食
も
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
。

▽
休
養
施
設
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
︵
４
号
︶

　

補
正
額
３
１
７
５
万
９
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
予
算

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１
億
５
２
９

０
万
円
に
し
ま
し
た
。

　

酒
類
・
飲
料
材
料
、
土
産
品

等
販
売
品
購
入
費
、
電
気
料

３
２
４
万
円
を
増
額
し
た
ほ

か
、
展
望
大
浴
場
の
ボ
イ
ラ
ー

修
繕
工
事
、
受
水
槽
取
替
工
事

６
０
４
万
８
千
円
を
そ
れ
ぞ
れ

増
額
し
て
い
ま
す
。

︵
質
疑
は
１３
㌻
で
す
︶

▽
一
般
会
計
補
正
予
算︵
１１
号
︶

　

一
般
会
計
で
は
歳
入
歳
出
に

３
６
２
１
万
６
千
円
を
減
額
し
、

総
額
で
３６
億
９
３
１
５
万
９
千

円
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
歳
出
は
、
地
方
創
生
加

い
る
。
ま
た
、
岩
手
銀
行
さ
ん

か
ら
の
出
資
は
、
前
向
き
に
取

り
組
む
と
い
う
お
話
を
い
た
だ

い
て
い
る
。

金
子
議
員

　
　

普
代
浜
の
海
産
物
直
売
所

に
入
る
人
（
管
理
人
な
ど
）
は

ど
う
い
う
方
を
募
集
を
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
ど
う
い
う
産

物
を
入
れ
る
の
か
。

道
下
政
策
推
進
室
長

　
　

現
在
、
具
体
的
な
募
集
は

の
中
で（
募
集
設
立
で
は
な
く
）

発
起
設
立
と
い
う
こ
と
で
決
定

し
た
。

　

②
損
失
な
ど
の
議
会
へ
の
報

告
は
、
決
算
な
ど
で
地
方
自
治

法
に
定
め
ら
れ
た
報
告
義
務
が

あ
る
の
で
、
相
談
し
な
が
ら
報

告
さ
せ
て
も
ら
う
。

　

損
失
補
償
、
債
務
保
証
の
割

り
当
て
は
、
２９
年
度
会
社
が
ス

タ
ー
ト
し
、
取
締
役
会
と
い
う

よ
う
な
と
こ
ろ
で
の
決
定
事
項

に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

③
当
初
は
村
が
１
０
０
％
出

資
だ
が
、
各
団
体
の
皆
様
か
ら

具
体
的
に
検
討
を
い
た
だ
い
て

円
、
子
ど
も
園
備
品
購
入
費
１

０
２
万
５
千
円
、
小
中
学
校
の

一
般
備
品
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
万

円
、
水
産
流
通
基
盤
整
備
事
業

地
元
負
担
金（
太
田
名
部
漁
港
）

１
５
０
０
万
円
、
除
雪
業
務
委

託
料
５
０
０
万
円
、
勤
勉
手
当

の
増
額
分
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
す

る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

中
上
議
員

　
　

①
設
立
準
備
会
で
検
討
す

る
と
さ
れ
て
い
た
設
立
方
法

は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
発
起

設
立
と
な
っ
た
の
か
。

②
損
失
補
償
と
か
債
務
保
証
の

規
定
は
、
ど
の
時
点
で
決
ま
る

の
か
、
議
会
に
は
事
後
報
告
に

な
る
の
か
。

③
最
終
的
に
、
村
の
出
資
割
合

は
ど
れ
ぐ
ら
い
に
な
る
の
か
。

道
下
政
策
推
進
室
長

　
　

①
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
な
問

題
と
、
産
業
団
体
の
皆
様
構
成

一
般
会
計

補
正
予
算

指
定
管
理

　

村
議
会
第
１
回
定
例
会
（
３
月
定
例
会
）
で
は
、
平
成
２９

年
度
予
算
の
ほ
か
、
平
成
２８
年
度
一
般
会
計
と
６
つ
の
特
別

会
計
の
補
正
予
算
、
社
会
体
育
館
と
管
理
セ
ン
タ
ー
、
く
ろ

さ
き
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
の
指
定
管
理
な
ど
、
２１
議
案
が

村
か
ら
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま

し
た
。

一
般
会
計
補
正
で

１
１
５
３
万
円
増

質

疑

新
会
社
設
立
へ
の

進
捗
状
況
を
問
う

答 問

普
代
浜
の
直
売
所

雇
用
と
売
る
物
は

問

特
別
会
計

補
正
予
算

利
用
者
増
に
よ
り

酒
類
な
ど
購
入
増

答

普代駅舎内にある新会社「株式会社
青の国ふだい」の事務室（４月１８日）

社会福祉協議会が管理する社会体育館

３ 月
定例会

社
会
体
育
館
な
ど
指
定
管
理

普
代
駅
舎
の
改
修
は
減
額
に
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イ
ラ
ー
修
繕
工
事
２
２
６
万
８

０
０
０
円
と
あ
る
が
、
こ
れ
は

仮
工
事
か
そ
れ
と
も
本
工
事
で

こ
の
金
額
で
終
わ
る
の
か
伺
う
。

道
下
政
策
推
進
室
長

　
　

ボ
イ
ラ
ー
が
故
障
し
、
１

日
営
業
を
休
止
し
て
仮
復
旧
を

し
て
、
そ
の
後
こ
の
予
算
で
本

工
事
し
た
も
の
で
あ
る
。

野
場
議
員

　
　

く
ろ
さ
き
荘
の
収
入
で
営

業
収
入
が
宿
泊
料
の
３
０
１
万

３
０
０
０
円
と
食
堂
収
入
の

１
０
０
万
円
が
増
に
な
っ
て
い

る
が
、
歳
出
の
需
用
費
で
増
が

な
い
の
は
ど
う
し
て
か
。

道
下
政
策
推
進
室
長

︻
特
別
会
計
補
正
予
算
︼

正
路
議
員

　
　

﹁
緑
の
村
﹂
歳
入
の
補
正

額
１６
万
円
の
内
容
説
明
を
。

道
下
政
策
推
進
室
長

　
　

現
在
、
貸
し
出
し
て
い
る

施
設
（
う
ね
と
り
山
荘
）
の
電

気
料
、
水
道
料
の
分
で
あ
る
。

嵯
峨
議
員

　
　

く
ろ
さ
き
荘
の
大
浴
場
ボ

議案番号等 議　　　　　案 審議結果

議案第１号 平成２９年度普代村一般会計予算
　歳入歳出予算を27億 4700万円にしました。詳しくは 2～ 9㌻で説明しています。

可決（全員賛成）

議案第２号
平成２９年度普代村国民健康保険特別会計予算
　歳入歳出予算を 4億 6900万円にしました。国民健康保険、後期高齢者医療、老人保健事業など。前年度比
1200 万円の減。

議案第３号 平成２９年度普代村国民健康保険診療施設特別会計予算
　歳入歳出予算を 2億 2060万円にしました。医科・歯科診療所の運営経費など。前年度比 860万円の増。

議案第４号
平成２９年度普代村簡易水道特別会計予算
　歳入歳出予算を 1億3700万円にしました。普代・白井簡水配水管工事に2400万円、台風10号災害で被害
を受けた普代簡水の水管橋災害復旧工事 4000万円など。前年度比6620万円の増。

議案第５号
平成２９年度普代村休養施設事業特別会計予算
　歳入歳出予算を 1億1680万円にしました。国民宿舎くろさき荘と緑の村の営業管理費など。前年度比300
万円の減。

議案第６号 平成２９年度普代村漁業集落排水事業特別会計予算
　歳入歳出予算を2390万円にしました。処理施設維持管理費など。前年度比40万円の増。

議案第７号
平成２９年度普代村後期高齢者医療事業特別会計予算
　歳入歳出予算を 2860 万円にしました。後期高齢者医療広域連合への保険料等納付金など。前年度比90万
円の増。

議案第８号
平成２８年度普代村一般会計補正予算（第１１号）
　補正額 3621万 6 千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ36億 9315万 9 千円にしました。
詳しくは 10 ～11㌻で説明しています。

可決（全員賛成）

議案第９号

平成２８年度普代村国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
　補正額1013万 9 千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 5億 295万 8 千円にしました。歳
出では、一般被保険者療養給付費526万 5 千円、一般被保険者高額療養費440万円などを増額。一方で保険
財政共同安定化事業拠出金153万 4千円、高額医療費拠出金15万 4千円をそれぞれ減額しました。

議案第１０号

平成２８年度普代村国民健康保険診療施設特別会計補正予算（第４号）
　補正額3005万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 2億 5475 万 8 千円にしました。歳出
では、医科で医薬品購入費として1400万円などを増額、一方、歯科では、医療用機械器具費として46万 4
千円を減額しました。

議案第１１号
平成２８年度普代村簡易水道特別会計補正予算（第６号）
　補正額 537万 7 千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ9552万 5 千円にしました。歳出
では、施設改良工事請負費 98万 4千円などを減額しました。

議案第１２号
平成２８年度普代村休養施設事業特別会計補正予算（第４号）
　補正額3175万 9 千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 1億5290万円にしました。歳出
では、展望台大浴場ボイラー修繕に伴い、工事費として604万 8千円を増額しました。

議案第１３号
平成２８年度普代村漁業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）
　補正額10 万 1 千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ2417万 1 千円にしました。歳出で
は、汚泥処理手数料16万円の減額が主なものです。

議案第１４号
平成２８年度普代村後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）
　補正額77万 1 千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ2862万 6 千円にしました。歳出で
は、後期高齢者医療広域連合納付金として77万 1千円を増額しました。

議案第１５号
普代村看護・介護職養成奨学資金貸付条例の制定について
　看護・介護職を確保するため、看護施設等で看護・介護職の業務に従事しようとする者に対して、看護・
介護職養成奨学資金の貸付けに関し必要な事項を定めるため条例を制定しました。

可決（全員賛成）

議案第１６号
普代村農業委員会に関する条例の制定について
　農業協同組合法等の一部を改正する法律の施行による農業委員会等に関する法律の一部改正に伴い、普代
村の農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数を定めるとともに、所要の整備をしました。

議案第１７号 ふるさとの水と土保全基金条例を廃止する条例の制定について
　目標達成により、基金ゼロとなったことから本条例を廃止しました。

議案第１８号

普代村村税条例の一部を改正する条例について
　社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための、地方税法及び地方交付税法の一部
を改正する法律等の一部を改正する法律等の施行に伴い、普代村村税条例の一部について所要の改正をしま
した。

議案第１９号
普代村立普代社会体育館及び普代村自然休養村管理センターに係る指定管理者の指定について
　普代村立普代社会体育館及び普代村自然休養村管理センターの指定管理者を社会福祉法人普代村社会福祉
協議会に指定しました。期間は平成 29 年 4月 1日から平成 30 年 3月 31日まで。

可決（全員賛成）

議案第２０号
くろさき小規模多機能ホームの指定管理者の指定について
　くろさき小規模多機能ホームの指定管理者を社会福祉法人普代福祉会に指定しました。期間は平成 29 年 4
月 1日から平成 30 年 3月 31日まで。

議案第２１号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について
　辺地に係る公共的施設の総合整備で、村営バス1台を購入する計画を350万円から450万円に変更しました。 可決（全員賛成）

◆３月定例会で決まった議案◆

　
　

当
初
２８
年
度
に
８
１
５
０

人
程
度
の
計
画
で
あ
っ
た
が
２

月
現
在
８
５
０
０
人
で
目
標
の

数
値
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

３
月
に
３
０
０
人
程
度
見
込

む
と
、
８
８
０
０
～
８
９
０
０

人
程
度
と
な
る
の
で
宿
泊
料
を

増
額
計
上
し
た
。
賄
い
材
料

費
は
、
原
価
率
の
調
整
と
コ
ス

ト
の
抑
制
に
努
め
て
い
る
も
の

で
あ
る
。

▽
村
看
護
・
介
護
職
養
成
奨
学

金
貸
付
条
例
の
制
定

　

看
護
・
介
護
職
の
人
材
確
保

の
た
め
の
奨
学
資
金
の
貸
し
付

け
に
つ
い
て
、
新
た
に
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
。

　

対
象
は
、
看
護
・
介
護
職
養

成
施
設
に
入
学
す
る
こ
と
を
認

め
ら
れ
た
人
ま
た
は
在
学
中
の

人
で
、
資
格
取
得
後
３
年
以
内

に
村
に
住
所
登
録
を
し
、
村
内

外
で
そ
の
職
に
就
く
こ
と
が
条

件
に
な
り
ま
す
。

　

貸
付
金
額
は
、
月
額
６
万
円

以
内
と
入
学
料
・
授
業
料
も
対

象
に
な
り
ま
す
。
貸
付
金
は
村

内
で
５
年
間
、
ま
た
は
村
外
で

１０
年
間
看
護
・
介
護
職
に
従
事

す
る
と
返
還
が
免
除
に
な
り
ま

す
。
こ
の
条
例
は
４
月
１
日
か

ら
の
施
行
で
す
。

大
上
議
員

　
　

奨
学
金
貸
付
条
例
は
、
看

護
師
、
介
護
士
に
限
定
さ
れ
て

い
る
が
、
将
来
的
に
は
保
育
士

を
い
れ
る
べ
き
と
思
う
が
村
長

の
考
え
を
。

柾
屋
村
長

　
　

人
財
の
確
保
、
定
住
と

い
っ
た
こ
と
か
ら
、
特
に
も
職

柄
、
若
年
層
の
女
性
を
多
く
と

い
っ
た
思
い
で
看
護
師
、
介
護

士
に
し
た
。
保
育
士
に
つ
い
て

は
、
そ
う
遠
く
な
く
検
討
を
進

め
た
い
。

質

疑

「
緑
の
村
」
増
額
内
容
を

答 問

ボ
イ
ラ
ー
修
繕
工
事

仮
工
事
か
本
工
事
か

問

答
歳
出
増
が
な
い
理
由
は

問

条
例
改
正

看
護
師
な
ど
養
成
に

奨
学
金
制
度
を
制
定

質

疑

奨
学
金
貸
付
に
保
育
士
を

答 問

次の㌻から

「一般質問」

質問者と内容

14p

【１番目】

金
かね

子
こ

 泰
やす

男
お

 議員

①閉校した各小学校、閉館している
「くろさき荘別館」「まついそ施
設」について
②老朽化した水道管の整備計画を
③いじめの現状と対策は

　3月定例会の一般質問には、金子
泰男議員、中上一登議員、野場義
時議員の 3人が登壇し、村の課題
などについて村当局の考えを問い
ました。
　一般質問とは、議員が執行機関
である村長などに対し、事務事業
の状況や将来の方針などについて、
問いただしたりすることをいいま
す。村議会では「一問一答方式」
で行っていますので、１人６０分の
制限時間内で質疑を繰り返します。

村の課題を熱く議論！

15p

【２番目】

中
なか

上
がみ

 一
かず

登
と

 議員

①村の観光イメージ全村民共有を
②保健行政の充実対策は

16p

【３番目】

野
の

場
ば

 義
よし

時
とき

 議員

①村の６次産業化の推進を
②各地区公民館・集会所の利活用及
び防犯灯改修は

13 ふだい議会だより   No.139
平成２９年４月２７日発行

答



「
一
般
質
問
」

問
う
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太
田
建
設
水
産
課
長

２７
年
度
末
で
普
及
率

９８
・
３９
％
、
給
水
人
口
２
８
０

３
名
、
未
普
及
が
２３
世
帯
４６
名
。

要
望
が
あ
れ
ば
、
協
議
・
検
討

し
な
が
ら
進
め
た
い
。

本
村
に
お
け
る
い
じ

め
の
現
状
、
実
態
の

説
明
と
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

講
じ
て
い
る
か
、
伺
い
ま
す
。

三
船
教
育
長　

本
村

小
、
中
学
校
で
は
重

大
な
い
じ
め
の
事
案
は
発
生
し

て
い
な
い
。
積
極
的
認
知
と
し

て
は
、
小
学
校
２６
件
、
中
学
校

４
件
の
事
案
が
報
告
さ
れ
て
い

る
が
、
早
期
の
組
織
的
対
応
・

指
導
で
解
消
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
児
童
・
生
徒
に
対
し

年
３
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、

い
じ
め
問
題
に
対
す
る
村
内
研

修
や
情
報
交
換
な
ど
、
実
態
の

把
握
に
努
め
、
早
期
解
消
の
手

立
て
を
講
じ
て
い
る
。

閉
校
し
た
黒
崎
小
・

鳥
茂
渡
小
、
閉
館
し

て
い
る
﹁
く
ろ
さ
き
荘
﹂
別
館
、

﹁
ま
つ
い
そ
﹂
施
設
の
老
朽
が

進
ん
で
い
る
。
こ
の
先
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か
。

柾
屋
村
長　

旧
黒
崎

小
の
特
別
教
室
棟
は

福
祉
施
設
と
し
て
活
用
、
教
室

棟
は
耐
震
診
断
と
補
強
工
事
が

必
要
、
適
正
な
時
期
の
解
体
を

検
討
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

屋
内
運
動
場
は
、
新
耐
震
基
準

後
の
建
物
で
再
活
用
を
模
索
す

る
方
向
で
考
え
て
い
る
。

　

旧
鳥
茂
渡
小
の
教
室
棟
は
倉

庫
と
し
て
、
屋
内
運
動
場
は
軽

ス
ポ
ー
ツ
の
場
と
し
て
利
用
し

て
い
る
。
学
校
敷
地
は
、
民
間

会
社
と
の
大
規
模
太
陽
光
発
電

事
業
に
利
用
す
る
。

　

く
ろ
さ
き
荘
別
館
の
再
活
用

へ
の
投
資
は
無
理
と
判
断
さ
れ

る
。
解
体
費
７
千
万
円
以
上
と

推
測
さ
れ
捻
出
に
苦
慮
す
る
。

時
期
を
探
っ
て
対
処
す
る
。

「
一
般
質
問
」

問
う

金
子
泰
男

閉校した校舎等の
今後の活用策は

調査・検討をし方向性打ち出す

柾屋村長

質
問

答
弁 協

議
・
検
討
を
し

各
施
設
取
り
組
む

　

旧
ま
つ
い
そ
は
活
用
を
模
索

し
、
叶
わ
な
い
な
ら
１
２
０
０

万
円
程
度
か
か
る
が
、
解
体
に

向
け
議
会
と
協
議
す
る
方
向
で

取
り
組
む
。旧

堀
内
小
は
、
株
式

会
社
エ
ヌ
エ
ル
フ
ォ

ー
テ
ィ
さ
ん
に
借
り
て
い
た
だ

い
て
い
る
が
、
雇
用
の
問
題
も

あ
る
と
の
こ
と
。
村
で
手
助
け

で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
空
き
校
舎
な
ど
の
検

討
に
外
部
か
ら
誰
か
を
入
れ
る

こ
と
も
案
と
し
て
ど
う
か
。

柾
屋
村
長　

エ
ヌ
エ

ル
フ
ォ
ー
テ
ィ
さ
ん

も
含
め
、
雇
用
の
確
保
の
点
で

重
要
で
あ
り
、
検
討
し
今
後
取

質
問

答
弁

り
組
み
た
い
。

　

庁
内
で
公
共
施
設
の
状
況
を

調
査
検
討
し
、
方
向
性
が
整
っ

た
中
で
議
会
と
相
談
し
た
い
。

水
道
管
の
老
朽
化
に

つ
い
て
、
水
道
管
の

総
延
長
、
法
定
耐
用
年
数
を
超

過
し
て
い
る
割
合
は
。
水
道
管

の
取
り
換
え
の
計
画
を
伺
う
。

柾
屋
村
長　

８
つ
の

簡
易
水
道
施
設
、
１

つ
の
飲
料
水
供
給
施
設
の
配
水

管
の
総
延
長
は
４
万
１
５
２
１

㍍
、
４０
年
以
上
経
過
が
４６
・
１
％

で
１
万
９
１
３
３
㍍
と
な
る
。

平
成
３４
年
度
を
判
断
基
準
と

し
、
水
道
施
設
の
構
造
物
、
管

路
な
ど
調
査
し
、
補
修
か
更
新

か
を
判
断
。
更
新
時
に
は
耐
震

性
も
確
保
す
る
。　

水
道
管
が
通
っ
て
い

な
い
と
こ
ろ
は
ど
れ

ぐ
ら
い
で
、
本
管
を
通
す
計
画

は
な
い
か
。

場
周
辺
に
２５
本
植
樹
し
た
。
普

代
浜
園
地
﹁
キ
ラ
ウ
ミ
﹂
に
も

計
画
し
て
い
る
。

３
年
間
の
計
画
の
中

で
、
植
樹
場
所
は
決

ま
っ
て
い
る
と
い
う
訳
だ
が
、

河
津
桜
は
住
民
の
力
で
増
え
て

い
っ
た
と
聞
く
。
住
民
の
協
力

や
意
見
を
聞
く
こ
と
が
地
域
一

丸
に
も
な
り
、
イ
メ
ー
ジ
の
共

有
に
も
な
る
の
で
は
な
い
か
。

柾
屋
村
長　

華
の
ま

ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

桜
だ
け
で
な
く
村
全
体
の
花

い
っ
ぱ
い
に
つ
な
が
れ
ば
い
い

と
思
っ
て
い
る
。
今
後
そ
う

い
っ
た
取
り
組
み
を
前
向
き
に

進
め
る
。

保
健
師
の
募
集
を
し

て
も
応
募
が
な
く
、

現
在
１
人
体
制
と
な
っ
て
い

る
。
本
村
規
模
で
あ
れ
ば
３
人

体
制
が
望
ま
し
い
と
も
聞
く
。

円
滑
な
村
民
保
健
推
進
に
影
響

は
な
い
の
か
伺
う
。柾

屋
村
長　

保
健
師
２
名

体
制
か
ら
、
１
名
の
保
健

師
が
欠
員
と
な
り
、
昨
年

１０
月
採
用
募
集
か
ら
応
募

が
な
い
状
態
で
あ
る
。
現

在
１
名
体
制
で
負
担
を
強

い
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

欠
員
が
補
充
さ
れ
れ

ば
、
保
健
師
１
人
当
た
り

の
対
応
人
口
１
４
３
０
人

で
町
村
平
均
の
１
７
５
０

人
を
下
回
る
。
改
め
て
現

状
を
検
討
し
、
１
名
の
保
健
師

補
充
に
全
力
で
取
り
組
む
。

久
慈
広
域
で
は
、
岩

手
医
大
を
中
心
に
自

殺
対
策
に
取
り
組
み
、
そ
の
中

で
保
健
師
も
重
要
な
責
務
を

担
っ
て
い
る
。
自
殺
の
原
因
は

生
活
に
密
着
し
た
も
の
で
、
こ

う
い
っ
た
会
議
に
出
る
こ
と
が

住
民
の
健
康
情
報
と
も
な
る
が
、

１
人
で
は
会
議
に
も
厳
し
い
。

　

以
前
か
ら
保
健
師
定
着
が
不

安
定
で
あ
り
、
保
健
師
の
働
き

は
上
司
や
首
長
の
理
解
に
よ
る

と
も
聞
く
が
ど
う
考
え
る
か
。

柾
屋
村
長　

保
健
師

が
活
動
し
や
す
い
よ

う
に
と
考
え
て
い
る
。
２
名
体

制
に
全
力
で
取
り
組
み
、
現
在

臨
時
で
来
て
も
ら
っ
て
い
る
人

と
２
・
５
人
と
な
っ
て
い
る
。

保
健
師
募
集
の
年
齢

制
限
、
普
代
村
に
住

む
と
い
う
居
住
制
限
は
撤
廃
す

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

柾
屋
村
長　

確
保
が

難
し
い
状
況
で
、
さ

ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
悩
ん
で
い

る
。

静
岡
県
に
河
津
桜
の

視
察
に
行
っ
た
が
、

観
光
資
源
と
し
て
進
め
て
い
く

に
は
、
も
っ
と
村
民
の
協
力
を

得
て
、
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
化
が

必
要
と
思
う
が
、
考
え
を
聞
く
。

柾
屋
村
長　

本
村
の

﹁
華
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
﹂
で
、
河
津
桜
の
植
樹
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
地
域
経
済

の
厳
し
さ
を
抑
制
す
る
手
段
と

し
て
観
光
・
交
流
拡
大
の
た
め

の
資
源
づ
く
り
と
な
る
。
村
民

と
共
有
化
、
協
働
の
取
り
組
み

が
不
足
し
て
い
る
こ
と
は
お
わ

び
す
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
な
お

さ
ら
、
こ
の
桜
を
ど

こ
に
ど
う
植
え
て
い
く
と
か
、

村
民
か
ら
の
意
見
を
募
っ
て
も

い
い
の
で
は
な
い
か
。

柾
屋
村
長　

交
付
税

に
よ
り
、
３
年
間
の

計
画
で
進
め
て
い
る
。

道
下
政
策
推
進
室
長　

普
代
バ

イ
パ
ス
開
通
後
の
見
ど
こ
ろ
を

つ
く
る
た
め
に
駅
前
周
辺
、
役

質
問

答
弁

質
問

答
弁

水
道
管
の
老
朽
化
対
策
は

調
査
し
補
修
・
更
新
、

協
議
・
検
討
し
進
め
る

質
問

答
弁

い
じ
め
の
実
態
と
対
策
は

小
中
学
校
で
は

い
じ
め
の
事
実
は
な
い

中
上
一
登

村の観光資源化
村民一丸で

イメージ共有を前向きに進める

柾屋村長

質
問

答
弁 ３

年
間
の
計
画
で

花
い
っ
ぱ
い
へ
と

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

村
民
の
健
康
維
持

影
響
は
な
い
の
か

確
保
が
難
し
い
状
況

全
力
で
取
り
組
む

質
問

答
弁

質
問

答
弁

空き校舎となっている旧黒崎小学校

村の「華のまちプロジェクト」で参考にしている静岡県河津町の「河津桜」
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村
議
会
第
２
回
臨
時
議
会

は
、
３
月
３０
日
開
会
、
同
日
閉

会
し
ま
し
た
。
審
議
し
た
案
件

は
、
水
産
業
共
同
利
用
施
設
の

設
置
条
例
、「
株
式
会
社
青
の

国
」
に
指
定
管
理
す
る
村
観
光

セ
ン
タ
ー
の
条
例
の
一
部
改
正

と
そ
の
指
定
管
理
、
白
井
漁
港

漁
村
再
生
交
付
金（
東
防
波
堤
）

工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
、
２８

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

７
件
を
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

「
一
般
質
問
」

問
う

の
取
り
組
み
の
受
け
皿
、
後
押

し
に
な
る
﹁
株
式
会
社
青
の
国

ふ
だ
い
﹂
を
活
用
し
、
人
口
減

少
を
抑
え
、
生
産
力
の
向
上
、

雇
用
定
住
の
拡
大
、
普
代
村
の

地
域
力
、
村
民
力
の
維
持
、
ア
ッ

プ
に
つ
な
げ
て
い
く
。

村
は
高
齢
化
率
が
３０

％
を
越
え
、
独
居
世

帯
や
高
齢
者
世
帯
が
多
く
、
交

流
の
機
会
も
少
な
く
、
居
場
所

も
少
な
い
。
そ
こ
で
公
民
館
や

集
会
所
を
交
流
の
場
と
し
て
使

用
し
た
場
合
、
そ
の
状

況
に
応
じ
て
地
域
に
活

動
支
援
の
助
成
制
度
を

作
る
考
え
は
な
い
か
。

柾
屋
村
長　

高
齢
者
の
交

流
の
場
づ
く
り
は
重
要

だ
。
そ
の
活
動
に
公
民

館
な
ど
を
活
用
し
、
心

身
の
健
康
維
持
、
介
護

予
防
、
認
知
症
防
止
に

つ
な
げ
る
活
動
、
あ
り

が
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

そ
の
諸
活
動
に
﹁
ふ
る
さ
と

元
気
応
援
補
助
﹂
が
で
き
る
の

で
活
用
を
さ
ら
に
進
め
る
。

　

ま
た
、
各
地
区
で
行
わ
れ
て

い
る
体
操
や
運
動
な
ど
を
含

め
た
サ
ロ
ン
活
動
な
ど
に
つ

い
て
、
２９
年
度
か
ら
地
域
支
援

関
連
の
総
合
事
業
の
１
つ
と
し

て
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
組
織
な
ど
住
民
主
体
で

行
な
う
よ
う
取
り
組
む
。

　

広
域
連
合
か
ら
の
委
託
料
、

村
単
独
の
助
成
で
取
り
組
み
を

着
実
に
進
め
た
い
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

と
し
て
防
犯
灯
な
ど

の
電
灯
改
修
に
取
り
組
む
考
え

は
。
ま
た
あ
る
地
区
で
は
防
犯

灯
の
電
気
料
、
修
繕
費
が
地
区

会
費
の
４０
％
を
占
め
て
い
る
が

助
成
す
る
考
え
は
な
い
か
。

柾
屋
村
長　

防
犯
灯

な
ど
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は

国
、
県
の
助
成
制
度
な
ど
を
活

用
し
な
が
ら
計
画
的
に
進
め

る
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
５０
基
行
わ
れ
て

お
り
、
電
気
使
用
量
は
７０
％
減

量
に
な
っ
て
い
る
。
改
修
費
用

は
１
基
約
５
万
３
０
０
０
円
。

商
店
街
の
街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
も

環
境
省
の
補
助
が
あ
る
。

　

現
在
、
公
共
施
設
な
ど
で
村

負
担
分
が
１
２
６
基
、
地
区
負

担
分
が
３
１
９
基
の
防
犯
灯
な

ど
が
あ
る
。
２９
年
度
中
に
再
確

認
を
行
い
、
優
位
な
制
度
の
活

用
な
ど
検
討
し
、
年
次
計
画
を

策
定
し
て
進
め
る
。

村
長
は
６
次
産
業
化

の
推
進
を
掲
げ
て
い

る
が
、
ど
の
業
種
を
考
え
て
い

る
の
か
。
人
、
物
、
金
の
観
点

か
ら
考
え
を
伺
う
。

柾
屋
村
長　

平
成
３２

年
度
ま
で
の
過
疎
地

域
促
進
計
画
に
、
６
次
産
業
化

に
よ
る
地
場
産
品
の
高
付
加
価

値
化
、
経
営
体
制
強
化
へ
の
支

援
を
し
て
い
く
。

　

落
合
地
区
の
産
直
、
普
代
駅

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
﹁
あ
い
で
﹂

﹁
く
ろ
さ
き
荘
﹂﹁
ふ
だ
い
の
コ

ン
ブ
で
村
お
こ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
﹂
な
ど
で
商
品
化
さ
れ
た
も

の
の
販
売
が
拡
大
し
て
い
る
。

　

村
に
と
っ
て
の
６
次
産
業
化

と
は
、
付
加
価
値
が
付
け
ら
れ

村
内
に
金
が
落
ち
、
村
民
の
所

得
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
こ
と

だ
。

　

そ
の
た
め
に
は
専
門
家
も
入

れ
、
人
材
も
育
て
、
補
助
な
ど

を
活
用
し
、
１
次
産
業
だ
け
で

な
く
、
２
次
、
３
次
産
業
者
も

裾
野
広
く
取
り
組
む
。
こ
れ
ら

野
場
義
時

６次産業化の推進
村長の考えを

高付加価値化、経営体制を支援

柾屋村長

質
問

答
弁 青

の
国
を
活
用
し

地
域
力
の
向
上
へ

質
問

答
弁

質
問

答
弁

公
民
館
活
動
に
助
成
を

支
援
関
連
の
事
業

広
域
と
村
で
助
成

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

助
成
制
度
を
活
用
し

年
次
計
画
を
進
め
る

ど
が
活
用
し
ま
す
。

▽
村
観
光
セ
ン
タ
ー
に
係
る
指

定
管
理
者
の
指
定

　

同
臨
時
会
の
中
の
﹁
普
代
村

観
光
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
﹂

で
、
施
設
の
管
理
と
業
務
な
ど

を
村
が
指
定
す
る
管
理
者
が
行

え
る
こ
と
が
可
決
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
普

代
駅
舎
内
に
あ
る
普

代
村
観
光
セ
ン
タ
ー

の
管
理
・
業
務
な
ど

を
﹁
株
式
会
社
青
の

国
ふ
だ
い
﹂（
柾
屋

伸
夫
社
長
）
が
指
定

管
理
者
と
な
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

指
定
の
期
間
は
、

平
成
２９
年
４
年
３
日

か
ら
平
成
３０
年
３
月

３１
日
ま
で
で
す
。

第
２
回
臨
時
議
会

た
施
設
が
全
て
完
成
し
た
こ
と

か
ら
施
設
の
設
置
お
よ
び
管
理

運
営
に
必
要
な
事
を
定
め
る
も

の
で
す
。

　

対
象
は
６
施
設
で
、
黒
崎
地

区
・
白
井
地
区
・
黒
崎
（
ネ
ダ

リ
浜
）
地
区
・
普
代
地
区
・
太

田
名
部
地
区
の
共
同
利
用
施
設

と
普
代
浜
南
側
に
建
っ
た
海
産

物
直
売
所
。
管
理
者
は
村
で
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漁
師
組
合
な

▽
２８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

︵
１２
号
︶

　

補
正
額
１
０
３
５
万
２
千
円

を
減
額
し
、
総
額
で
３６
億
８
２

８
０
万
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
減
額
は
、
簡
易
水
道
特

別
会
計
へ
の
操
出
金
６
２
７
万

７
千
円
、
老
人
福
祉
施
設
入
所

措
置
委
託
料
３
２
２
万
２
千

円
、
そ
の
ほ
か
、
事
業
実
績
に

よ
る
減
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

▽
白
井
漁
港
漁
村
再
生
交
付
金

︵
東
防
波
堤
︶
工
事
の
請
負
契

約
の
締
結　

　

白
井
漁
港
東
防
波
堤
の
強
化

工
事
（
延
長
４９
・
２１
㍍
）
と
、
消

波
ブ
ロ
ッ
ク
の
据
え
付
け
な
ど

請
負
工
事
契
約
に
つ
い
て
、
全

員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

請
負
者
は
株
式
会
社
小
山

組
、
契
約
金
額
は
６
５
１
２
万

４
千
円
。
４
社
の
指
名
入
札
で

決
ま
り
ま
し
た
。
工
期
は
平
成

２９
年
１０
月
２
日
ま
で
で
す
。

こ
ん
な
こ
と
が
、
決
ま
り
ま
し
た

▽
村
水
産
業
共
同
利
用
施
設
設

置
及
び
管
理
運
営
に
関
す
る
条

例
の
制
定

　

東
日
本
大
震
災
の
復
興
交
付

金
を
受
け
、
整
備
を
進
め
て
き

水
産
業
共
同
施
設
の

利
用
に
関
す
る
規
定

 普代浜園地南側に完成した海産物直売所 青
の
国
ふ
だ
い
を

指
定
管
理
者
に

白
井
漁
港
の
契
約

６
５
０
０
万
円
で

事
業
実
績
残
な
ど

１
千
万
円
を
減
額

 第２回臨時会の議案審議結果（３月３０日）

議案番号等 議　　　　　案 審議結果
議案第１号 平成２８年度普代村一般会計補正予算（第１２号）

可決（全員賛成）議案第２号 平成２８年度普代村簡易水道特別会計補正予算（第７号）

議案第３号 平成２８年度普代村休養施設事業特別会計補正予算（第５号）

議案第４号 普代村水産業共同利用施設設置及び管理運営に関する条例の制定について
可決（全員賛成）

議案第５号 普代村観光センター設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について

議案第６号 白井漁港漁村再生交付金（東防波堤）工事の請負契約の締結に関し議決を求めることについて 可決（全員賛成）

議案第７号 普代村観光センターに係る指定管理者の指定について 可決（全員賛成）

村おこしプロジェクトで開発されたコンブが入った商品
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事務局
日誌から ２月１日～４月１６日

議会の動き
月　日 場　　所 事　　　　項 出　席　者

２月　５日
鳥居地区 鳥居自治会初午祝い及び鳥居地域活動拠点施設落成祝い 議長
くろさき荘 自営定置網の切揚祝い 議長

７日 久慈市 久慈広域連合議会議員全員協議会 大上・野場議員

９日
役場 産業経済常任委員会 各委員
役場 議会全員協議会 各議員
岩泉町 東部町村議会議長会議員研修会及び議員交流会 各議員

１３日 くろさき荘 普代村しいたけ推進協議会通常総会・懇親会 議長
１４日 久慈市 久慈広域連合議会２月定例会 大上・野場議員

１５～１７日 静岡県 議員県外行政視察研修 各議員

１７日
盛岡市 町村議会議長会第６８回定期総会 議長
盛岡市 東部町村議会議長会臨時総会 正・副議長

２３日 久慈市 第２０回久慈地方森林組合通常総代会 議長
２７日 久慈市 久慈広域連合例月出納検査 大上議員
２８日 宮古市 岩手県沿岸知的障害児施設組合例月出納検査 熊谷議員

３月　２日 役場 議会運営委員会 各委員
3日 中央区・太田名部 津波記念日慰霊祭 正・副議長

７～１０日 役場 村議会第１回定例会 各議員
１１日 復興ふれあい広場 震災追悼イベント 各議員
１２日 普代中 普代中学校卒業式 各議員
１４日 野田村 野田・普代岩友会懇親会 議長
１６日 二戸市 久慈・二戸地域市町村長・議会議長情報交換会 議長
１７日 普代小 普代小学校卒業式 各議員
２２日 久慈市 久慈広域連合例月出納検査 大上議員

２３日
はまゆり子ども園 はまゆり子ども園卒園式 各議員
宮古市 岩手県沿岸知的障害児施設組合議会３月定例会 熊谷議員

２４日 役場 議会広報常任委員会 各委員

３０日
役場 議会運営委員会 各委員
役場 村議会第２回臨時会 各議員
宮古市 岩手県沿岸知的障害児施設組合例月出納検査 熊谷議員

４月　６日
はまゆり子ども園 はまゆり子ども園入園式 各議員
普代中 普代中学校入学式 各議員

７日 普代小 普代小学校入学式 各議員
８日 くろさき荘 村消防団歓送迎会 議長
１０日 役場 財務行政懇話会 各議員

１６日
宮古市 山本有二農林水産大臣を囲む懇談会 議長
宮古市 鈴木俊一夫妻を囲む早春のつどい 正・副議長

　本号または過去の「ふだい議会だより」は、村ホームページ（http://www.vill.fudai.iwate.
jp/）から見ることができます。トップページの行政情報をクリックし、次のページの右下にあ
る　　　　　　をクリックしてください。ぜひ、この機会にウェブサイトもご覧ください。

お 知 ら せ

議会だより

　村議会定例会は、３月、６月、９月、１２月の

年４回、役場３階の議会議場で開かれます。議

員は議場でどんな発言をしているのか、また、

どんな村づくりを考えているのか、今後の村の

方向性を直接聞くことができる良い機会です。

ぜひ、お越しください。

　また、役場１階にある村民ホールのテレビで

も議会中継を見ることができますので、お気軽

にどうぞ。

　３月定例会の議場での傍聴者は２１人でした。

問＝議会事務局（☎３５－２１１８）

次回は６月中旬を予定
お待ちしています！！

議会にお出
い

でください。

３月定例会を傍聴する皆さん

傍
聴
者
の
感
想
！

　傍聴者が多いと、緊張感があるなあと感

じました。資料があればより質疑が理解で

きると思います。村のことに関して無関心

では良くないと思います。議会報を見るの

と、生で聞くのとでは全く違うので、ぜひ、

たくさんの人に見てほしいと思います。

　４月７日、普代小学校（畠山剛
つよし

 校長、児童１０６人）の
入学式が同校体育館で行われました。新入生１７人（男子７
人、女子１０人）は、名前を呼ばれると元気に返事をしてい
ました。

　２月９日、岩泉町龍泉洞温泉ホテルで東部町
村議長会の研修会が行われました。下閉伊地区
の５町村の議員、事務局職員ら５２人が参加。
タブレット端末での本会議などの運用について
研修しました。

議
場
以
外
の
議
会
活
動

　３月３日、中央区と太田名部の２地区で津
波記念日慰霊祭が行われ、中村裕議長、熊谷
有耕副議長が出席。明治２９年６月１５日と昭
和８年３月３日の三陸大津波で犠牲になった
４３９人の冥福を祈りました。

　３月１３日、役場で地域人材ネット外部専門
家招へい事業「アワビの生態から見た有効な資
源管理」と題して、東京大学大気海洋研究所国
際沿岸海洋研究センターの河村知彦教授らが講
演しました。



■静岡県河津町に学ぶ

相馬宏行河津町長、町議の皆さん
と満開の夜桜をバックに記念撮影

１ヵ月で約１００万人の観光客が訪れる「河津桜まつり」（２月１６日）

と
の
思
い
か
ら
、
桜
並
木
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
平
成

１２
年
か
ら
旅
館
組
合
青
年
部
が「
夜

桜
ま
つ
り
」
を
実
施
。
甘
酒
を
無

料
サ
ー
ビ
ス
し
ま
し
た
。

　

青
年
部
の
行
動
は
多
く
の
町
民

か
ら
共
感
が
得
ら
れ
、
商
工
会
女

性
部
や
青
年
部
を
は
じ
め
近
隣
の

住
民
も
加
わ
り
、
充
実
し
た
運
営

体
制
が
整
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

夜
桜
見
物
だ
け
で
も
１
万
人
を

超
え
る
よ
う
に
な
り
、
町
内
だ
け

で
な
く
東
伊
豆
町
や
下
田
市
な
ど

の
宿
泊
客
増
に
も
つ
な
が
り
大
き

な
波
及
効
果
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
個
人
宅
の
庭
で
も
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
、
町
内
の

多
く
の
場
所
で
「
夜
桜
」
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

短
期
間
に
１
０
０
万
人
を
超
え

る
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
し
た
河
津
桜

ま
つ
り
。
駐
車
場
や
ト
イ
レ
問
題
、

交
通
渋
滞
に
よ
る
一
般
住
民
生
活

へ
の
支
障
な
ど
が
生
じ
ま
し
た
。

現
在
は
、
駐
車
場
の
整
備
や
観
光

ト
イ
レ
の
新
設
と
仮
設
ト
イ
レ
の

増
設
で
対
応
し
な
が
ら
、
保
護
育

成
計
画
を
立
て
、
よ
り
充
実
し
た

ま
つ
り
を
目
指
し
て
い
る
と
い
い

ま
す
。

三
陸
に
春
告
げ
る
事
業
へ

　

村
は
地
方
創
生
事
業
と
し
て
、

「
華
の
ま
ち
構
想
」
を
進
め
、
そ

の
第
１
弾
と
し
て
昨
年
１１
月
、
役

場
庁
舎
前
と
庁
舎
南
側
の
駐
車
場

に
河
津
桜
２５
本
を
植
栽
し
ま
し
た
。

今
後
は
普
代
浜
、
普
代
ダ
ム
な
ど

エ
リ
ア
を
広
げ
る
構
想
で
す
。

　

冬
が
長
い
三
陸
沿
岸
の
地
で
、

早
咲
き
桜
と
し
て
沿
岸
の
人
々
の

心
に
春
を
告
げ
る
こ
と
の
で
き
る

事
業
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
、

報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
平
成
８
年
の
第
６
回
は

１０
万
人
を
数
え
、
誘
客
に
官
民
挙

げ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
の
時

期
か
ら
町
内
商
業
者
や
農
業
者
が

ま
つ
り
会
場
で
地
場
産
品
の
販
売

を
始
め
る
な
ど
、
経
済
波
及
効
果

も
現
れ
て
き
ま
し
た
。

　

県
内
の
テ
レ
ビ
各
社
を
訪
問
し

働
き
か
け
、
旅
番
組
の
ほ
か
、
食
や

温
泉
に
関
す
る
番
組
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
知
名
度
が
飛
躍
的
に
向
上
。

桜
の
生
い
立
ち
や
、
地
域
の
思
い

な
ど
が
放
映
さ
れ
、
大
き
な
反
響

を
得
た
こ
と
か
ら
、
平
成
１１
年
、
つ

い
に
来
訪
者
が
１
０
０
万
人
を
超

え
る
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
し
ま
し
た
。

　

地
域
一
丸
の
取
り
組
み
実
る

　

よ
り
一
層
の
活
性
化
と
観
光
資

源
の
活
用
を
図
る
た
め
、「
宿
泊
客

を
増
や
し
た
い
」「
昼
と
は
違
っ
た

趣
で
河
津
桜
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」

議
会
の
宮
崎
啓
次
議
長
、
渡
辺
弘

副
議
長
、
事
務
局
の
皆
さ
ん
が
出

迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
会
議
室
に

移
動
し
、
産
業
振
興
課
の
木
村
吉

弘
課
長
か
ら
「
河
津
桜
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

河
津
桜
の
歴
史
は
昭
和
３０
年
ご

ろ
に
さ
か
の
ぼ
る
と
い
い
ま
す
。

河
津
川
沿
い
の
雑
地
に
生
え
て
い

た
、
芽
吹
い
た
ば
か
り
の
葉
が
桜

に
似
た
苗
木
を
見
つ
け
た
こ
と
が

き
っ
か
け
。
そ
の
発
見
し
た
方
の

自
宅
前
の
桜
が
河
津
桜
の
原
木
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
苗
は
「
カ
ン
ヒ
ザ
ク
ラ
」

と
「
早
咲
き
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
」

の
自
然
交
配
種
と
考
え
ら
れ
、
開

花
は
約
１０
年
後
の
昭
和
４１
年
か
ら

始
ま
り
、
同
４９
年
に
は
町
内
で
植

偶
然
見
つ
け
た
桜
の
苗
木

　

視
察
時
は
２７
回
目
と
な
る
「
河

津
桜
ま
つ
り
」。
天
候
に
も
恵
ま
れ

絶
好
の
花
見
日
和
で
し
た
。
バ
ス

の
窓
越
し
に
見
え
る
河
津
川
沿
い

に
広
が
っ
た
桜
は
、
本
当
に
見
事

と
言
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

河
津
町
役
場
に
着
く
と
、
同
町

河津川沿いに広がる桜並木（研修資料から）

桜
を
な
ん
と
か
町
づ
く
り
に

　

「
そ
の
桜
を
町
づ
く
り
に
な
ん
と

か
生
か
せ
な
い
か
」
と
い
う
機
運

が
広
が
り
、
昭
和
５０
年
ご
ろ
、
観
光

協
会
が
中
心
と
な
り
河
津
川
河
口

付
近
や
伊
豆
急
行
河
津
駅
付
近
に

２
０
０
本
の
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。

　

十
数
年
の
年
月
を
か
け
、
桜
並

木
が
成
長
し
満
開
の
桜
を
咲
か
せ

る
よ
う
に
な
っ
た
平
成
３
年
２
月
、

第
１
回
「
河
津
桜
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

栽
が
行
わ
れ
た
と
い
い
ま
す
。
現

在
は
河
津
川
沿
い
に
約
８
５
０
本
、

町
内
全
域
に
８
０
０
０
本
が
植
栽

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

河
津
桜
は
開
花
期
が
早
く
花
も

大
き
く
、
１
月
中
旬
か
ら
つ
ぼ
み

が
ほ
こ
ろ
び
始
め
、
２
月
上
旬
か

ら
１
カ
月
間
と
開
花
期
間
が
長
い

の
が
特
徴
。
樹
皮
は
つ
や
が
あ
り
、

地
上
か
ら
５０
㌢
ぐ
ら
い
で
幹
が
分

か
れ
、
枝
は
横
に
広
が
る
の
で
手

に
取
っ
て
見
た
り
と
、
身
近
な
距

離
で
鑑
賞
で
き
る
の
が
人
気
で
す
。

　河津町は、伊豆半島の南

端に近い東海岸沿いに位置

し、人口７５４３人、議員数

は１１人。面積は１００.６９

平方㌔㍍。総面積の８３％

を山林・原野が占める。

　天城山から注ぐ河津川は

町の中央を流れる。流域に

は平野部が広がり、海に向

かって開けた地形となって

いる。温泉も豊富に湧き出

していて、海岸部も白砂青

松の今井浜海岸や河津浜海

岸など海岸美も誇る。山と

海の織り成す素晴らしい自

然環境を観光資源として活

用している。

　河津桜は５０年４月に町

の木に決定、平成１７年 2

月、町指定天然記念物に指

定された。

  

村
議
会
は
２
月
１６
日
、
早
咲
き
で
有
名
な
「
河
津
桜
」
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
静
岡
県
河
津
町
を
視
察
し
ま
し
た
。

村
で
は
地
方
創
生
事
業
で
昨
年
１１
月
に
役
場
な
ど
に
河
津
桜
を

植
樹
し
、「
華は

な

の
ま
ち
構
想
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
ま
つ
り
期

間
中
の
約
１
カ
月
で
、
人
口
約
７
５
０
０
人
の
町
が
１
０
０
万

人
の
観
光
客
で
賑
わ
う
河
津
町
。
そ
の
町
づ
く
り
の
経
緯
な
ど

を
研
修
し
ま
し
た
の
で
、
報
告
し
ま
す
。

川
沿
い
で
偶
然
見
つ
け
た
、
１
本
の
苗
木
か
ら
始
ま
っ
た
「
桜
の
ま
ち
づ
く
り
」。

町
民
の
想
い
を
重
ね
な
が
ら
、
長
い
年
月
を
か
け
、
育
ん
で
き
ま
し
た
。

や
が
て
、
伊
豆
半
島
の
小
さ
な
町
は
、
早
咲
桜
と
し
て
有
名
な
「
河
津
桜
」
の
地
と
な
り
、

多
く
の
人
々
の
心
に
一
足
早
い
春
を
届
け
る
町
と
な
り
ま
し
た
。

「
桜
」
に
託
し
た
小
さ
な
町
の
歴
史
を
ひ
も
と
き
、
普
代
村
の
未
来
に
生
か
し
ま
す
。

河津町の概要

説明する木村産業振興課長

行
政
視
察
の
報
告
「
河
津
桜
の
町
づ
く
り
」

静
岡
県
河か

わ

づ津
町
に
学
ぶ

伊豆半島

熱海市

下田市

河津町
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議
会
広
報
常
任
委
員
会

委

員

長

副
委
員
長

委

員

森

田

幸

一

正

路

正

敏

中

上

一

登

嵯

峨

典

行

▼
こ
の
た
び
の
受
賞
は
、
議
事

を
起
こ
し
企
画
案
を
出
す
議
会

事
務
局
と
、
原
稿
を
作
成
し
タ

イ
ト
ル
、
記
事
内
容
を
確
認
す

る
私
た
ち
広
報
委
員
と
の
合
同

で
の
議
会
広
報
づ
く
り
が
評
価

さ
れ
た
も
の
と
う
れ
し
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
発

行
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
審
査
講
評
を
基
に
よ

り
一
層
議
会
だ
よ
り
づ
く
り
に

努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
森
田
幸
一
）

▼
新
年
度
予
算
も
議
決
と
な
り
、

新
た
な
ス
タ
ー
ト
で
す
。
普
代

村
の
観
光
に
大
き
な
貢
献
を
す

る
こ
と
と
な
る
第
三
セ
ク
タ
ー

新
会
社
も
同
時
に
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
す
。
ば
た
ば
た
と
ス
タ
ー

ト
し
た
感
は
あ
り
ま
す
が
、
い

か
に
村
民
と
共
に
育
て
上
げ
て

い
け
る
の
か
、
官
民
共
同
の
「
協

同
」
が
試
さ
れ
る
一
年
と
な
り

ま
す
。
皆
さ
ん
で
応
援
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

（
中
上
一
登
）

あ
と
が
き

町
村
議
会
の
う
ち
、
２
９
１
紙
が
応
募
。

入
賞
は
入
選
１
位
の
最
優
秀
賞
、
２
～

４
位
の
優
秀
賞
、
５
～
１０
位
の
優
良
賞

の
ほ
か
、
奨
励
賞
と
し
て
﹁
企
画
・
構

成
﹂﹁
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
﹂﹁
言
語
・
文

章
﹂
の
各
部
門
か
ら
８
紙
、
表
紙
写
真

賞
に
３
紙
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
ふ
だ
い
議
会
だ
よ
り
は
言
語
・
文

章
部
門
で
奨
励
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

編
集
水
準
高
い
紙
面

　

審
査
員
の
講
評
で
は
、

﹁
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
レ

イ
ア
ウ
ト
で
読
者
を
引
き

つ
け
る
紙
面
。
レ
イ
ア
ウ

ト
完
成
度
が
高
く
、
大
き

く
な
い
記
事
で
も
し
っ
か

り
と
し
た
見
出
し
や
写
真

な
ど
手
抜
き
が
な
く
、
編

集
水
準
も
高
い
﹂
と
の
好

評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
住

民
と
議
会
と
の
意
思
疎
通

を
図
り
、
相
互
信
頼
を
培
う
た
め
、
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
町
村
議
会

広
報
紙
の
編
集
技
術
の
向
上
と
普
及
発

展
を
目
的
に
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会

が
主
催
し
て
い
ま
す
。

親
し
ま
れ
る
広
報
紙
を

目
指
し
ま
す
！　
　
　

　

ふ
だ
い
議
会
だ
よ
り
は
、
読
み
や
す

く
、
分
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
目

指
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
村
民
の
皆

様
に
親
し
ま
れ
る
、
そ
し
て
議
会
の
様

子
、
議
事
が
伝
わ
り
情
報
共
有
さ
れ
、

一
緒
に
普
代
村
の
未
来
を
考
え
る
こ
と

の
で
き
る
広
報
紙
を
目
指
し
ま
す
。

 奨励賞を受賞した１３５号

 奨励賞を喜ぶ議会広報常任委員会（後列左から中上一登委員、
嵯峨典行委員、正路正敏副委員長、前列森田幸一委員長）

第
３１
回
町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

言
語
・
文
章
部
門
で
「
奨
励
賞
」
受
賞

初
の
全
国
入
賞
果
た
す

　

第
３１
回
（
平
成
２８
年
度
）
町
村
議
会

広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
、﹁
ふ
だ
い

議
会
だ
よ
り
﹂
第
１
３
５
号
が
、
奨
励

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
６０
年
に
コ
ン
ク
ー
ル
が
始
ま
っ

て
以
来
、
初
の
全
国
入
賞
と
な
り
ま
す
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
全
国
９
２
７


